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議
も
控
え
︑
国
は
現
協
定
以
上
の
譲
歩

は
し
な
い
と
発
言
し
て
い
る
が
︑
米
国

の
圧
力
に
屈
せ
ず
毅
然
と
し
た
対
応
で

望
ん
で
い
た
だ
き
た
い
︒
こ
れ
以
上
︑

日
本
の
第
一
次
産
業
を
犠
牲
に
す
る
結

果
と
な
ら
な
い
様
︑
願
う
と
こ
ろ
で
あ

る
︒

　

信
用
事
業
の
事
業
譲
渡
や
代
理
店
化

　

４
月
９
日
︑
第
71
回

総
会
が
午
前
９
時
に
村

上
参
事
の
開
会
宣
言
に

よ
り
開
会
︑
出
席
者
全

員
の
Ｊ
Ａ
綱
領
朗
唱
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
︒

　

石
井
組
合
長
は
冒
頭

﹁
平
成
30
年
は
︑
自
然

災
害
や
天
候
不
順
の
と

て
も
多
く
感
じ
る
１
年

だ
っ
た
か
と
思
う
︒
３

月
に
は
季
節
外
れ
の
暴

風
雨
で
融
雪
が
一
気
に

進
み
︑
農
地
崩
壊
︑
流

失
︑
ハ
ウ
ス
内
の
冠
水

等
が
発
生
し
︑
小
麦
畑

は
長
期
の
停
水
︑
凍
結

被
害
等
で
収
量
に
大
き

な
影
響
を
も
た
ら
し

た
︒
更
に
︑
胆
振
東

部
地
震
の
発
生
に
よ

り
︑
全
道
規
模
の
停
電

が
発
生
︑
当
地
域
も
２

日
間
に
渡
る
停
電
と
な

り
︑
生
乳
廃
棄
や
原
料

馬
鈴
し
ょ
の
腐
敗
等
と

い
っ
た
影
響
を
受
け
た
︒

蒔
き
付
け
時
期
は
順
調

令
和
元
年 

豊
穣
の
出
来
秋
を
願
う

第 71回
通常総会
開催

議長団

石井組合長挨拶

な
生
育
で
あ
っ
た
が
︑
６
月
か
ら
７
月

に
か
け
て
は
低
温
多
雨
の
天
候
状
況
で

推
移
︑
湿
害
の
発
生
圃
場
を
散
見
さ
れ
︑

８
月
の
小
麦
の
収
穫
時
に
お
い
て
は
雨

の
合
間
を
縫
っ
て
の
刈
り
取
り
と
な
っ

た
︒
一
方
︑
９
月
以
降
は
平
年
よ
り
暖

か
い
秋
を
迎
え
︑
馬
鈴
し
ょ
︑
て
ん
菜
︑

豆
類
に
お
い
て
も
生
育
状
況
は
順
調
に

回
復
︑
ク
ミ
カ
ン
収
支
の
底
上
げ
に
繋

が
っ
た
︒

　

災
害
等
に
は
︑
清
里
町
に
は
臨
時
予

算
を
組
ん
で
復
旧
費
用
補
助
を
行
っ
て

い
た
だ
い
た
︒
ホ
ク
レ
ン
独
自
で
も
緊

急
的
支
援
を
い
た
だ
い
た
︒
今
後
︑
災

害
も
想
定
し
な
が
ら
︑
被
害
を
最
小
限

に
と
ど
め
る
た
め
の
対
策
強
化
を
進
め

て
い
き
た
い
︒

　

大
規
模
化
す
る
農
業
経
営
の
中
︑
人

手
不
足
や
作
業
効
率
化
が
求
め
ら
れ
て

お
り
︑
一
つ
の
対
策
と
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

活
用
は
︑
大
変
重
要
な
位
置
づ
け
と
考

え
︑
自
動
操
舵
シ
ス
テ
ム
や
可
変
施
肥

シ
ス
テ
ム
を
中
心
に
導
入
を
進
め
た
い
︒

本
年
度
︑
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
や
日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
協

定
も
既
に
発
効
さ
れ
て
お
り
︑
今
年
４

月
よ
り
２
年
目
の
関
税
削
減
率
が
適
用

さ
れ
︑
肉
類
や
乳
製
品
中
心
に
輸
入
量

が
増
え
て
き
て
い
る
︒
日
米
Ｔ
Ａ
Ｇ
協
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両
氏
が
選
任
さ
れ
︑
議
案
審
議
に
入
り

ま
し
た
︒

　

議
長
団
の
ス
ム
ー
ズ
な
進
行
に
よ
り

全
議
案
が
可
決
さ
れ
︑
岩
井
氏
の
退
任

挨
拶
の
後
︑辺
見
青
年
部
長
に
よ
る﹁
Ｊ

Ａ
北
海
道
大
会
決
議
事
項
の
着
実
な
実

践
に
関
す
る
特
別
決
議
︵
案
︶﹂
が
提

案
さ
れ
︑
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し

た
︒

そ
の
後
︑
三
上
専
務
の
閉
会
の
挨
拶
で

12
時
10
分
に
無
事
終
了
し
ま
し
た
︒

質
問
・
意
見
は
次
の
と
お
り
で
す

︵
内
容
は
要
約
し
て
い
ま
す
︶

◎
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
・
日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
発
効
に
よ

る
日
本
の
市
場
開
放
を
︑
石
井
組
合
長

の
考
え
と
︑
Ｊ
Ａ
と
し
て
何
か
ア
ク

シ
ョ
ン
が
あ
る
の
か
教
え
て
ほ
し
い
︒

組
ん
で
参
り
た
い
︒

　

本
年
は
︑
平
成
か
ら
令
和
へ
と
改
元

さ
れ
る
︒
元
年
と
な
る
今
年
が
災
害
︑

事
故
な
ど
も
無
く
︑
豊
穣
の
出
来
秋
が

迎
え
ら
れ
ま
す
事
と
︑
組
合
員
並
び
に

御
家
族
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
ご

祈
念
申
し
上
げ
ま
す
︒﹂
と
挨
拶
し
ま

し
た
︒

　

引
き
続
き
櫛
引
町
長
︑
田
中
町
議
会

議
長
︑
Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連
北
見
支
所
伊

藤
支
所
長
よ
り
ご
挨
拶
を
頂
き
議
事
に

入
り
ま
し
た
︒

　

議
長
団
は
︑
第
１
営
農
集
団
岩
井
清

郎
氏
︑
第
６
営
農
集
団
橋
本
秀
一
氏
の

に
つ
い
て
は
︑
全
道
の
各
単
協
を
始
め
︑

当
Ｊ
Ａ
と
し
て
も
信
用
事
業
維
持
を
基

本
と
考
え
︑
総
合
事
業
継
続
を
行
う
こ

と
で
進
ん
で
い
る
︒

　

本
年
度
は
︑
第
９
期
総
合
５
ヵ
年
計

画
の
最
終
年
で
あ
り
︑
次
期
の
第
10
期

計
画
の
構
築
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
︒
大
豆
振
興
で
は
︑
刈
り
取

り
や
乾
燥
工
程
で
の
一
層
の
効
率
的
な

運
営
を
進
め
る
事
︑
種
子
馬
鈴
薯
に
つ

い
て
も
清
泉
産
を
ベ
ー
ス
に
町
外
産
の

安
定
し
た
確
保
と
品
質
向
上
に
向
け
た

取
り
組
み
が
重
要
と
考
え
て
い
る
︒
資

材
店
舗
新
築
に
関
し
て
は
︑
今
年
度
新

店
舗
建
設
を
行
い
︑
一
層
の
サ
ー
ビ
ス

向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
と
︑
町
民
の

皆
様
に
も
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
店
舗

を
目
指
し
た
事
業
展
開
と
し
た
い
︒
こ

れ
を
機
に
事
務
所
内
の
レ
イ
ア
ウ
ト
も

進
め
て
い
く
︒
農
業
情
勢
の
変
化
︑
懇

談
会
で
の
意
見
や
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
鑑

み
な
が
ら
︑
次
期
計
画
樹
立
へ
と
取
り

辺見青年部長挨拶

綱領朗唱

５集団­山本氏­馬鈴しょ植付 ９集団­嶋田氏­玉ねぎ植付

２集団二俣氏

～農作業フォトギャラリー～
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第
48
回
定
期
総
会
　
開
催

や
し
︑
国
民
の
食
を
他
国
に
委
ね
よ
う

と
し
て
い
ま
す
︒
世
界
中
で
異
常
気
象

や
自
然
災
害
︑
人
口
の
増
加
で
食
糧
不

足
が
懸
念
さ
れ
ま
す
︒
ま
た
︑
添
加

物
︑
農
薬
漬
け
の
農
畜
産
物
が
輸
入
さ

れ
て
い
ま
す
︒
国
内
で
︑
安
心
・
安
全

な
食
料
を
︑
国
民
に
安
定
供
給
出
来
る

よ
う
︑
食
の
安
全
保
障
を
進
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
︒
ま
た
︑
昨

年
は
長
雨
︑
低
温
︑
そ
し
て
地
震
の
被

害
︑
そ
れ
に
伴
っ
て
の
︑
停
電
で
の
影

響
で
搾
乳
出
荷
が
出
来
な
く
な
る
事
態

に
な
り
ま
し
た
︒
自
然
災
害
か
ら
の
復

旧
︑
復
興
支
援
対
策
や
対
応
が
強
く
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
︒
ま
た
︑
農
産
物
を

運
搬
す
る
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
不
足
の
輸

送
や
流
通
対
策
︑
畑
作
物
病
害
虫
な
ど

の
発
生
に
よ
る
︑
蔓
延
防
止
対
策
︑
町

内
に
お
け
る
鳥
獣
被
害
や
防
風
保
安
林
︑

様
々
な
問
題
が
あ
り
ま
す
が
︑
こ
れ
か

ら
も
盟
友
の
皆
様
︑
そ
し
て
関
係
機
関

と
共
に
協
力
を
し
︑
解
決
に
近
づ
け
る

よ
う
運
動
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
︒﹂
と
挨
拶
し
ま
し
た
︒

　

議
長
に
は
︑
７
集
団
の
鈴
木
良
則
氏

が
選
任
さ
れ
︑
議
事
録
署
名
委
員
に
︑

１
集
団
の
中
平
哲
也
氏
と
４
集
団
の
岡

本
和
朗
氏
が
︑
書
記
に
は
清
里
町
農
協

　

４
月
11
日
︵
木
︶︑
第
48
回
清
里
町

農
民
連
盟
定
期
総
会
が
︑
定
刻
の
午
後

１
時
30
分
よ
り
︑
清
里
町
農
協
２
階
会

議
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
︒

　

代
議
員
総
数
50
名
中
︑
出
席
者
45
名

︵
委
任
状
３
名
︶
が
出
席
し
︑
田
中
英

樹
税
対
策
専
門
委
員
長
の
開
会
宣
言
に

よ
っ
て
総
会
は
始
ま
り
ま
し
た
︒

　

二
俣
清
史
委
員
長
は
開
会
に
あ
た
り
︑

﹁
本
年
は
農
業
に
影
響
を
及
ぼ
す
国
際

貿
易
が
本
格
的
に
始
ま
り
ま
し
た
︒
Ｔ

Ｐ
Ｐ
11
で
は
︑
安
く
大
量
の
農
畜
産
物

の
輸
入
品
が
入
っ
て
き
て
い
る
の
で
︑

大
衆
向
け
の
交
雑
種
の
肉
に
影
響
が
出

て
い
る
︒
Ｅ
Ｕ
と
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
で
の
影
響

は
ま
だ
出
て
い
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る

が
︑
量
販
店
で
協
定
発
効
記
念
セ
ー
ル

と
し
て
︑
ワ
イ
ン
や
チ
ー
ズ
な
ど
の
安

売
り
が
始
ま
っ
て
い
て
︑
今
後
︑
乳
製

品
︑
パ
ス
タ
な
ど
の
小
麦
製
品
︑
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
な
ど
の
輸
入
動
向
の
影
響
が

気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
︒
日
米
貿
易
交

渉
で
は
対
日
貿
易
赤
字
の
縮
減
に
取
り

組
む
姿
勢
が
強
く
打
ち
出
さ
れ
て
い
て
︑

22
分
野
に
及
ぶ
包
括
的
な
方
針
を
提
示

し
︑
Ｔ
Ｐ
Ｐ
以
上
の
市
場
開
放
を
求
め

て
く
る
の
は
間
違
い
な
い
と
し
て
い
ま

す
︒
こ
の
よ
う
に
日
本
は
︑
輸
入
を
増

二俣委員長挨拶

清
里
町
農
民
連
盟
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に
よ
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
︒そ
の
後﹁
日

米
貿
易
協
定
交
渉
等
に
断
固
反
対
す
る

特
別
決
議
︵
案
︶﹂
を
橘
副
委
員
長
よ

り
提
案
さ
れ
︑
拍
手
に
よ
り
承
認
さ
れ

ま
し
た
︒

　

鈴
木
議
長
の
退
任
の
挨
拶
の
の
ち
︑

閉
会
に
当
た
り
︑
園
木
副
委
員
長
よ
り

挨
拶
が
あ
り
︑
午
後
３
時
40
分
︑
佐
々

木
一
則
税
対
策
専
門
副
委
員
長
の
閉
会

宣
言
を
も
っ
て
終
了
し
ま
し
た
︒

承
認
さ
れ
ま
し
た
︒
続
い
て
︑
第
２
号

議
案
﹃
平
成
30
年
度
会
計
収
支
決
算
の

報
告
に
つ
い
て
﹄
坂
野
和
弘
書
記
長
よ

り
説
明
︑
引
き
続
き
成
戸
巧
監
事
よ
り

﹃
決
算
監
査
報
告
﹄
が
あ
り
︑
そ
れ
ぞ

れ
拍
手
に
よ
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
︒
第

３
号
議
案
﹃
平
成
31
年
度
運
動
方
針

︵
案
︶
に
つ
い
て
﹄
各
専
門
委
員
長
及

び
局
長
よ
り
提
案
し
︑
拍
手
に
よ
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
︒
第
４
号
議
案
﹃
平
成

31
年
度
収
支
予
算
︵
案
︶﹄
及
び
︑﹃
賦

課
金
徴
収
︵
案
︶
に
つ
い
て
﹄︑
拍
手

部
長
︑
清
里
町
農
協
青
年
部
辺
見
裕
介

部
長
︑
北
見
地
区
農
民
連
盟
中
崎
翔
太

書
記
と
多
数
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
ま

し
た
︒
武
部
新
議
員
︑
徳
永
エ
リ
議
員
︑

小
清
水
町
農
政
協
議
会
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
事
務
局
よ
り
紹
介
し
ま
し
た
︒

　

続
い
て
︑
定
期
総
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

吉
田
義
博
組
織
対
策
副
委
員
長
に
よ
り

確
認
の
後
︑
議
事
に
入
り
ま
し
た
︒

　

第
１
号
議
案
﹃
平
成
30
年
度
活
動
経

過
報
告
に
つ
い
て
﹄︑
各
専
門
委
員
長

及
び
局
長
よ
り
提
案
し
︑
拍
手
に
よ
り

経
営
課
の
戸
出
主
幹
が
任
命
さ
れ
ま
し

た
︒

­­
来
賓
祝
辞
と
し
て
︑
櫛
引
政
明
清
里

町
長
︑
清
里
町
農
協
石
井
透
組
合
長
︑

北
見
地
区
農
民
連
盟
佐
藤
正
光
委
員
長

よ
り
い
た
だ
き
ま
し
た
︒
ま
た
︑
清
里

町
議
会
村
島
健
二
副
議
長
︑
清
里
町
農

業
委
員
会
森
本
宏
会
長
︑
斜
里
町
農
民

同
盟
谷
本
和
哉
委
員
長
︑
北
見
地
区

農
民
連
盟
青
年
部
金
森
裕
輔
副
委
員

長
︑
ホ
ク
レ
ン
斜
里
原
料
所
中
山
伸
哉

所
長
︑
清
里
町
農
協
女
性
部
前
中
房
枝

■お知らせ■
◎組合員の皆様におかれましては、農作業

等に追われ気持ちが焦ると、労務災害の件

数が多くなります。安全確認・安全作業で、

くれぐれも労災事故に会わないようご注意

していただきたいと存じます。

　万一、農作業において、労災事故でケガ

をされた方は、ケガの大小にかかわらず、

速やかに（出来るだけその当日）病院で治

療を受けてください。その後、農民連盟事

務所まで来て頂き、事故状況等の聞き取り

をした後、書類を作成し手続をします。

◎労災保険に関して、事業主および、その

家族の方で、就職・卒業・結婚・Ｕターン・

死亡等の理由により、保険に新たに加入・

脱退の変更が必要な場合は、できるだけ速

やかに連盟事務所までご連絡下さい。手続

きが遅れますと、労災の適用を受けること

ができません。

◎土地等（畑・宅地・山林・砂利等）の移動（売

買・収用・譲渡）があった場合は、連盟事

務所までお知らせいただきたいと思います。

特に生前一括贈与で納税猶予を受けられて

いる農地についてはご注意頂きたいと存じ

ます。

◎ご相談、ご意見、ご希望、ご不満、不明

な点などがありましたら、各集団内の執行

委員に相談して頂ければ幸いです。

　事務局
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★
わ
さ
び
生
産
組
合

　

第
２
回
わ
さ
び
生
産
組
合
役
員
会
に
お
い
て
︑
議
案
第
１
号
﹃
平
成
30
年

度
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
報
告
並
び
に
会
計
監
査
報
告
に
つ
い
て
﹄
議
案

第
２
号
﹃
平
成
31
年
度
事
業
計
画
︵
案
︶
並
び
に
収
支
予
算
︵
案
︶
に
つ
い
て
﹄

議
案
第
３
号
﹃
役
員
改
選
に
つ
い
て
﹄
協
議
さ
れ
ま
し
た
︒
併
せ
て
︑
斜
網

地
区
農
協
わ
さ
び
耕
作
組
合
協
議
会
定
期
総
会
の
報
告
も
な
さ
れ
ま
し
た
︒

議
案
に
対
す
る
質
疑
等
特
に
な
く
閉
会
し
ま
し
た
︒

◆
平
成
31
年
度
役
員

　

組
合
長　

山
崎　

一
幸　
　

副
組
合
長　

坂
野　

和
弘

★
清
里
町
農
地
・
水
保
全
広
域
協
定
運
営
委
員
会

　

４
月
11
日
︑
第
４
回
清
里
町
農
地
・
水
保
全
広
域
協
定
運
営
委
員
会
定
期

総
会
が
Ｊ
Ａ
清
里
町
２
階
会
議
室
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
︒

　

議
案
第
１
号
﹃
平
成
30
年
度
事
業
実
績
及
び
収
支
決
算
報
告
に
並
び
に
監

査
報
告
に
つ
い
て
﹄
議
案
第
２
号
﹃
平
成
31
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算

に
つ
い
て
﹄
議
案
第
３
号
﹃
平
成
31
年
度
運
営
委
員
会
日
当
︑
作
業
等
借
上

げ
料
金
表
に
つ
い
て
﹄
議
案
第
４
号
﹃
清
里
地
区
地
域
資
源
保
全
管
理
構
想

︵
案
︶
に
つ
い
て
﹄
議
案
第
５
号
﹃
清
里
町
農
地
・
水
保
全
広
域
協
定
運
営
委

員
会
参
加
同
意
書
の
承
認
に
つ
い
て
﹄
他
︑
事
務
局
よ
り
提
案
さ
れ
ま
し
た
︒

議
案
第
６
号
﹃
そ
の
他
﹄
に
お
い
て
は
︑
交
付
単
価
の
考
え
方
︑
提
案
事
項

の
周
知
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
ま
し
た
︒

　

特
に
質
疑
等
無
く
全
て
の
議
案
が
可
決
さ
れ
︑
総
会
は
終
了
し
ま
し
た
︒

◆
平
成
31
年
度
役
員

　

組
合
長　

三
上　

博
由

　

副
組
合
長　

森
田　

健
一

★
果
樹
生
産
振
興
会
総
会

　

４
月
８
日
︑
第
30
回
果
樹
生
産
振
興
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
︒
佐
藤

会
長
の
挨
拶
の
後
︑
野
崎
副
会
長
を
議
長
に
︑
議
案
第
１
号
﹃
平
成
30
年
度

事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
報
告
お
よ
び
監
査
報
告
﹄
議
案
第
２
号
﹃
平
成

31
年
度
事
業
計
画
並
び
に
収
支
予
算
案
﹄議
案
第
３
号﹃
役
員
改
選
に
つ
い
て
﹄

議
案
審
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
︒
特
に
質
疑
等
な
く
︑
総
会
は
終
了
し
ま
し
た
︒

◆
平
成
31
年
度
役
員

　

組
合
長　

佐
藤　
　

昇　
　

副
組
合
長　

野
崎　

武
志

★
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
生
産
組
合
総
会

　

３
月
28
日
︑
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
生
産
組
合
第
31
回
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
︒

　

坂
野
組
合
長
の
挨
拶
の
後
︑
議
案
審
議
に
入
り
︑
議
案
第
１
号
﹃
平
成
30

年
度
経
過
報
告
並
び
に
収
支
決
算
報
告
に
つ
い
て
・
会
計
監
査
報
告
﹄
議
案

第
２
号
﹃
平
成
31
年
度
事
業
計
画
︵
案
︶
並
び
に
収
支
予
算
︵
案
︶
に
つ
い
て
﹄

議
案
第
３
号
﹃
役
員
改
選
に
つ
い
て
﹄
提
案
さ
れ
ま
し
た
︒
質
疑
は
︑
議
案

第
１
号
に
て
︑
適
期
作
業
に
向
け
た
要
望
が
挙
げ
ら
れ
︑
議
案
第
２
号
で
は
︑

青
果
物
作
付
説
明
会
の
結
果
に
つ
い
て
質
問
さ
れ
ま
し
た
︒

◆
平
成
31
年
度
役
員

　

組
合
長　

柳
谷　

克
彦　
　

副
組
合
長　

我
妻　

健
一

★
大
豆
生
産
組
合
総
会

　

４
月
５
日
︑
第
３
回
大
豆
生
産
組
合
総
会
が
Ｊ
Ａ
清
里
町
２
階
会
議
室
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
︒

　

渥
美
組
合
長
挨
拶
の
後
︑
長
嶋
氏
が
議
長
に
選
出
︑
議
案
第
１
号
﹃
規
約

改
正
に
つ
い
て
﹄
議
案
第
２
号
﹃
平
成
30
年
度
事
業
計
画
並
び
に
収
支
決
算

に
つ
い
て
﹄
議
案
第
３
号
﹃
令
和
元
年
度
事
業
計
画
並
び
に
収
支
予
算
案
に

つ
い
て
﹄
議
案
第
４
号
﹃
令
和
元
年
度
役
員
改
選
に
つ
い
て
﹄
提
案
さ
れ
ま

し
た
︒
質
疑
で
は
︑
議
案
第
２
号
の
詳
細
説
明
︑
議
案
第
３
号
の
予
算
案
に

つ
い
て
述
べ
ら
れ
ま
し
た
︒
そ
の
他
︑
新
品
種
に
つ
い
て
の
説
明
や
日
報
作

成
に
関
す
る
注
意
喚
起
が
な
さ
れ
︑
総
会
は
終
了
し
ま
し
た
︒

◆
平
成
31
年
度
役
員

　

組
合
長　

渥
美　
　

誠

　

副
組
合
長　

吉
田　

勝
典

各組織等 総会報告
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★
ご
ぼ
う
生
産
組
合
総
会

　

３
月
20
日
︑
第
30
回
清
里
町
ご
ぼ
う
生
産
組
合
定
期
総
会
が
︑
Ｊ
Ａ
清
里

町
２
階
会
議
室
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
︒

　

塚
田
副
組
合
長
が
議
長
と
な
り
︑
議
案
審
議
に
入
り
ま
し
た
︒
議
案
第
１

号
﹃
平
成
30
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
報
告
に
つ
い
て
﹄
議
案
第
２
号

﹃
平
成
31
年
度
事
業
計
画
案
並
び
に
収
支
予
算
案
に
つ
い
て
﹄議
案
第
３
号﹃
役

員
改
選
に
つ
い
て
﹄
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
︒
質
疑
で
は
︑
議
案
第
１
号
に
お

い
て
30
年
産
の
高
値
推
移
理
由
に
つ
い
て
質
問
さ
れ
ま
し
た
︒
そ
の
他
︑
質

疑
意
見
な
く
︑
総
会
は
終
了
し
ま
し
た
︒

◆
平
成
31
年
度
役
員

　

組
合
長　

田
邊　

朋
之

　

副
組
合
長　

塚
田　
　

勉

★
和
牛
生
産
改
良
組
合
総
会

　

４
月
11
日
︑
第
７
回
和
牛
生
産
改
良
組
合
定
期
総
会
が
Ｊ
Ａ
清
里
町
２
階

会
議
室
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
︒

　

澤
田
組
合
長
が
議
長
を
務
め
︑
議
案
第
１
号
﹃
平
成
30
年
度
事
業
報
告
並

び
に
収
支
決
算
書
に
つ
い
て
﹄
議
案
第
２
号
﹃
平
成
31
年
度
事
業
計
画
案
な

ら
び
に
収
支
予
算
案
に
つ
い
て
﹄
議
案
第
３
号
﹃
平
成
31
年
度
会
費
︵
改
良

組
合
・
黒
毛
特
別
会
計
︶
並
び
に
徴
収
方
法
に
つ
い
て
﹄
議
案
第
４
号
﹃
役

員
改
選
に
つ
い
て
﹄
の
審
議
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
︒
議
案
第
５
号
﹃
そ
の
他
﹄

に
お
い
て
は
発
電
機
購
入
に
際
し
て
の
注
意
事
項
や
共
進
会
に
関
す
る
報
告

が
な
さ
れ
ま
し
た
︒
全
て
の
議
案
が
拍
手
に
よ
り
承
認
さ
れ
︑
総
会
は
終
了

し
ま
し
た
︒

◆
平
成
31
年
度
役
員

　

組
合
長　

澤
田　

篤
史

　

副
組
合
長　

橋
本　

秀
一

★
酪
農
３
組
織
総
会

　

４
月
25
日
︑
酪
農
組
合
︑
乳
牛
検
定
組
合
︑
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
利
用
組
合
の

合
同
総
会
が
Ｊ
Ａ
清
里
町
２
階
会
議
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
︒

　

乳
牛
検
定
組
合
組
合
組
合
長
で
あ
る
佐
藤
繁
雄
氏
の
開
会
宣
言
に
よ
り
開

会
︒
そ
の
後
︑
岡
崎
酪
農
組
合
長
を
議
長
に
︑
議
案
審
議
に
入
り
ま
し
た
︒

●
酪
農
組
合

　

案
第
１
号
﹃
平
成
30
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
の
承
認
に
つ
い
て
﹄

議
案
第
２
号
﹃
平
成
31
年
度
事
業
計
画
案
並
び
に
収
支
予
算
案
の
承
認
に
つ

い
て
﹄
議
案
第
３
号
﹃
平
成
31
年
度
賦
課
金
の
賦
課
並
び
に
徴
収
に
つ
い
て
﹄

議
案
第
４
号
﹃
役
員
改
選
に
つ
い
て
﹄
提
案
さ
れ
ま
し
た
︒
特
に
質
疑
な
く

全
て
の
議
題
が
承
認
さ
れ
︑
総
会
は
終
了
し
ま
し
た
︒

●
乳
牛
検
定
組
合

　

議
案
第
１
号
﹃
平
成
30
年
度
事
業
報
告
︑
収
支
決
算
書
並
び
に
貸
借
対
照
表
︑

借
受
勘
定
及
び
監
事
の
意
見
書
に
つ
い
て
﹄
議
案
第
２
号
﹃
平
成
31
年
度
事

業
計
画
書
︵
案
︶
並
び
に
収
支
予
算
書
︵
案
︶
に
つ
い
て
﹄
議
案
第
３
号
﹃
平

成
31
年
度
組
合
員
負
担
金
の
負
担
基
準
及
び
徴
収
方
法
に
つ
い
て
﹄
が
提
案

さ
れ
︑
全
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
︒

●
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
利
用
組
合

　

案
第
１
号
﹃
平
成
30
年
度
事
業
報
告
書
並
び
に
収
支
決
算
書
及
び
会
計
監

査
報
告
に
つ
い
て
﹄
議
案
第
２
号
﹃
平
成
31
年
度
事
業
計
画
書
︵
案
︶
並
び

に
収
支
予
算
書
︵
案
︶
に
つ
い
て
﹄
議
案
第
３
号
﹃
年
会
費
の
徴
収
に
つ
い
て
﹄

議
案
第
４
号
﹃
特
別
賦
課
金
徴
収
に
つ
い
て
﹄
提
案
さ
れ
ま
し
た
︒
質
疑
な

く
承
認
さ
れ
︑
総
会
は
終
了
し
ま
し
た
︒

◆
平
成
31
年
度
役
員

・
酪
農
組
合　

組
合
長　

佐
藤　

繁
雄

・
乳
牛
検
定
組
合　

組
合
長　

岡
崎　

英
之

・
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
利
用
組
合　

組
合
長　

前
中　

康
男
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３
月
７
日
︑
Ｊ
Ａ
２
階
会
議
室
に
て

第
２
回
明
日
の
清
里
酪
農
を
考
え
る
会

が
開
催
︑
町
内
の
酪
農
家
の
他
︑
普
及

セ
ン
タ
ー
︑
役
場
が
参
加
し
ま
し
た
︒

　

岡
崎
酪
農
組
合
長
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス

北
海
道
十
勝
北
見
事
業
所
の
吉
田
次
長

を
講
師
に
お
招

き
し
︑
現
在
の
酪

農
情
勢
や
支
援

シ
ス
テ
ム
等
の

説
明
が
な
さ
れ

ま
し
た
︒
ま
た
︑

講
話
の
後
に
は

参
加
者
同
士
の

意
見
交
換
が
前

中
組
合
長
を
座

長
に
行
わ
れ
︑
生

乳
生
産
や
労
働

力
の
確
保
︑
粗
飼

料
︑
酪
農
組
合
の

話
題
が
発
言
さ

れ
︑
各
々
が
見
聞

を
広
げ
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
︒

　

３
月
19
日
︑
Ｊ
Ａ
２
階
会
議
室
に
て

大
豆
栽
培
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
︒

　

講
師
に
普
及
セ
ン
タ
ー
の
笹
原
氏
を

お
招
き
し
︑
平
成
30
年
度
の
作
況
の
振

り
返
り
を
始
め
︑
栽
培
の
省
力
化
︑
雑

草
対
策
等
を
実
例
を
交
え
な
が
ら
ご
説

明
い
た
だ
き
ま
し
た
︒
今
年
度
よ
り
作

付
け
を
始
め
ら
れ
る
組
合
員
も
お
り
︑

播
種
・
培
土
と
い
っ
た
栽
培
に
お
け
る

基
礎
技
術
も
丁
寧
に
説
明
さ
れ
︑
有
意

義
な
講
習
会
と
な
り
ま
し
た
︒

　

３
月
29
日
︑
Ｊ
Ａ
清
里
町
２
階
会
議

室
に
て
３
Ｊ
Ａ
種
子
小
麦
講
習
会
を
︑

改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
田
原
専
門
主
任
を

講
師
に
お
招
き
し
て
開
催
し
ま
し
た
︒

今
回
の
講
習
で
は
︑
作
況
調
査
報
告
︑

生
産
基
準
︑
春
ま
き
小
麦
・
秋
ま
き
小

麦
︑
雑
草
・
病
害
対
策
等
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
︒

　

昨
年
度
は
５
月
か
ら
８
月
に
か
け
て

平
年
よ
り
雨
が
多
く
赤
か
び
病
多
発
の

要
因
と
な
っ
た
こ
と
や
︑
こ
こ
３
ヵ
年

の
播
種
が
遅
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
収
量

低
下
の
傾
向
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
ま
し

た
︒
今
年
度
は
圃
場
が
乾
き
次
第
早
期

の
播
種
実
施
が
呼
び
か
け
ら
れ
た
他
︑

播
種
深
度
に
つ
い
て
も
分
げ
つ
不
良
・

発
芽
不
良
・
生
育
不
良
防
止
の
た
め
適

正
深
度
で
の
播
種
が
呼
び
か
け
ら
れ
ま

し
た
︒
そ
の
他
︑
肥
料
や
薬
剤
散
布
に

つ
い
て
の
説
明
が
な
さ
れ
︑
質
疑
等
は

特
に
無
く
︑
講
習
会
は
終
了
し
ま
し
た
︒

安
定
・
良
質
な
生
産

３
Ｊ
Ａ
種
子
小
麦
講
習
会

　

３
月
22
日
︑
㈱
ニ
ュ
ー
ホ
ラ
ン
ド
に

よ
る
Ｇ
Ｐ
Ｓ
講
習
会
が
︑
Ｊ
Ａ
２
階
会

議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
︒
講
習
会
に

は
生
産
者
約
20
名
が
参
加
︑
作
業
機
械

登
録
・
情
報
入
力
と
い
っ
た
基
本
の
操

作
方
法
や
現
場
状
況
別
の
対
応
等
に
つ

い
て
︑
製
品
紹
介
と
あ
わ
せ
て
説
明
さ

れ
ま
し
た
︒
講
習
の
中
で
は
︑
作
業
機

の
実
寸
幅
計
算
や
微
調
整
の
方
法
に
つ

い
て
質
問
が
な
さ
れ
︑
機
械
別
の
ア
ド

バ
イ
ス
が
な
さ
れ
ま
し
た
︒
そ
の
後
は

機
械
セ
ン
タ
ー
に
場
所
を
移
し
︑
用
意

し
た
ト
ラ
ク
タ
ー
で
実
際
の
挙
動
を
確

認
︑
実
践
的
な
講
習
と
な
り
ま
し
た
︒

ニ
ュ
ー
ホ
ラ
ン
ド
Ｇ
Ｐ
Ｓ
講
習
会

春
耕
期
を
前
に

　

操
作
の
再
確
認

酪
農
家
の
一
層
の

　
　
発
展
に
向
け
て

明日の
清里酪農を
考える会

新
規
作
付
と

　
普
及
に
向
け
て

大
豆
栽
培
講
習
会
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４
月
11
日
︑Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連
が
実
施
し
て
い
る﹁
北

海
道
信
用
事
業
優
績
Ｊ
Ａ
表
彰
選
定
基
準
﹂
に
基
づ
き

全
道
の
Ｊ
Ａ
が
取
組
み
を
行
な
い
︑
重
点
推
進
項
目
の

メ
イ
ン
化
・
貯
金
・
年
金
・
ロ
ー
ン
の
４
部
門
で
総
合

的
に
優
秀
な
成
果
を
収
め
た
と
し
て
︑
Ｊ
Ａ
北
海
道
信

連
林
本
部
長
が
来
所
さ
れ
︑
石
井
組
合
長
に
﹁
総
合
表

彰
Ｊ
Ａ
﹂
の
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
︒

　

今
回
の
受
賞
は
組
合
員
・
地
域
住
民
の
皆
様
の
ご
理

解
・
ご
愛
顧

に
よ
る
も
の

と
︑
心
よ
り

感
謝
申
し
上

げ
ま
す
︒
今

後
も
信
用
事

業
発
展
向

上
に
向
け
︑

様
々
な
金
融

商
品
の
ご
提

案
や
サ
ー
ビ

ス
を
通
じ
て
︑

組
合
員
や
地

域
の
皆
様
の

暮
ら
し
の
お

手
伝
い
が
で

き
る
よ
う
努

め
て
参
り
ま

す
︒

今
後
も
利
用
者
に

合
わ
せ
た
事
業
の
展
開
を

北海道
信用事業優績表彰

　

４
月
24
日
に
札
弦
資
材
セ
ー
ル
︑
25
日
に
緑
資
材

セ
ー
ル
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
︒
自
転
車
や
車
︑
台
車
を

押
し
て
く
る
人
等
︑
今
年
も
多
く
の
人
に
お
集
ま
り
い

た
だ
き
ま
し
た
︒

　

セ
ー
ル
に
来
ら
れ
た
人
は
︑﹁
毎
年
買
い
に
来
て
い

ま
す
︒﹂﹁
車
が
無
い
か
ら
︑い
つ
も
助
か
る
よ
︒﹂と
言
っ

て
︑
商
品
を
た
く
さ
ん
購
入
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
︒
現

場
の
職
員
に
肥
料
や
病
害
に
効
く
薬
剤
の
相
談
を
さ
れ

て
い
る
姿
も
見
受
け
ら
れ
︑
今
年
も
札
弦
・
緑
地
区
の

方
々
に
活
用
し
て
い
た
だ
け
た
よ
う
で
す
︒

札弦・緑資材セール

野
菜
づ
く
り
の
準
備

　

４
月
15
日
︑
17
日
︑
26
日
に
第
１
回
秋
ま
き
小
麦
青

空
教
室
が
各
集
団
代
表
圃
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
︒

　

普
及
セ
ン
タ
ー
職
員
よ
り
︑
春
期
の
秋
ま
き
小
麦
管

理
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
ま
し
た
︒
今
年
は
茎
数
が
多
く
︑

追
肥
量
は
圃
場
の
茎
数
を
把
握
し
た
う
え
で
決
定
し
︑

実
施
時
期
に
つ
い
て
も
模
索
し
な
が
ら
進
め
て
ほ
し
い

と
の
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
︒
そ
の
他
︑
薬
剤
散
布
に
係

る
留
意
点
︑
鎮
圧
作
業
の
時
期
︑
発
生
し
や
す
い
病
害

に
つ
い
て
の
説
明
も
な
さ
れ
ま
し
た
︒
質
疑
に
は
︑
野

良
生
え
の
春
小
麦
に
つ
い
て
︑
細
麦
の
懸
念
︑
鎮
圧
回

数
︑
病
害
虫
に
つ
い
て
︑
防
除
時
期
等
の
質
問
が
発
言

さ
れ
ま
し
た
︒

１
１
７
戸
が
出
席

第
１
回
秋
ま
き
小
麦
青
空
教
室
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し
た
り
︑
日
頃
の
疲
れ
を
癒
し
ま
し

た
︒
初
日
の
宴
会
で
は
︑
ビ
ン
ゴ
大
会

や
歌
手
の
栗
原
ち
あ
き
氏
に
よ
る
歌
謡

シ
ョ
ー
が
開
催
さ
れ
︑
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
︒

　

２
日
目
に
は
︑
カ
ラ
オ
ケ
・
ダ
ン
ス
︑

映
画
鑑
賞
︑
麻
雀
︑
ゲ
ー
ト
カ
ー
リ
ン

グ
︑
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
会
場
を
用

意
し
︑
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
︒

夜
の
宴
会
で
は
︑
恒
例
の
カ
ラ
オ
ケ
発

表
が
行
わ
れ
︑
16
名
の
参
加
者
に
自
慢

　

３
月
26
日
か
ら
28
日
に
か
け
︑
の
う

き
ょ
う
年
金
友
の
会︵
石
川
頼
明
会
長
︶

は
阿
寒
湖
温
泉﹁
ニ
ュ
ー
阿
寒
ホ
テ
ル
﹂

に
お
い
て
︑
会
の
最
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ

る
温
泉
保
養
親
睦
会
を
実
施
し
ま
し
た
︒

１
２
９
名
の
会
員
が
参
加
し
︑
バ
ス
の

中
で
は
﹁
久
し
ぶ
り
︒﹂﹁
今
回
も
楽
し

み
だ
ね
︒﹂
と
会
話
が
弾
ん
で
お
り
ま

し
た
︒

　

ホ
テ
ル
到
着
後
は
各
々
ゆ
っ
く
り
と

温
泉
に
入
っ
た
り
︑
仲
間
と
の
談
話
を

恒
例
の
小
旅
行
、

　
笑
顔
溢
れ
る

　
　
楽
し
い
ひ
と
と
き

の
歌
声
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
︒

　

２
泊
３
日
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間
の

中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
︑
参
加
さ
れ
た

方
々
か
ら
は
︑﹁
来
年
も
絶
対
に
参
加

し
た
い
︒﹂﹁
と
て
も
楽
し
か
っ
た
︒﹂

と
の
声
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
︒

久
し
ぶ
り
に
会
う
仲
間
や
初
め
て
会
う

仲
間
と
の
交
流
も
あ
り
︑
最
後
ま
で
笑

顔
の
絶
え
な
い
旅
行
と
な
り
ま
し
た
︒

ビンゴに
なった ??

レクリエーションで身体を動かす

石川会長挨拶

自慢の歌声を披露

歌謡ショー

今年も多くの会員さんに
ご参加いただきました
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４
月
４
日
︑
新
規
就
農
者
に
対
し
︑

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
の
系
統
４
連
と

全
国
共
済
連
北
海
道
本
部
よ
り
激
励
状

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
︒

　

石
井
組
合
長
よ
り
﹁
不
安
な
こ
と
も

有
る
か
と
思
う
が
︑
親
の
背
中
を
見
て
︑

子
ど
も
の
頃
か
ら
仕
事
の
流
れ
や
季
節

ご
と
の
流
れ
を
見
て
き
て
理
解
し
て
い

る
も
の
と
思
う
︒
新
規
就
農
を
大
変
頼

も
し
く
︑
ま
た
︑
嬉
し
く
思
っ
て
い
る
︒

清
里
で
は
農
家
戸
数
が
減
少
し
て
い
る

が
︑
新
し
い
力
で
清
里
町
農
業
を
盛
り

上
げ
て
欲
ほ
し
い
︒
自
分
の
農
業
像
を

描
き
な
が
ら
︑
進
ん
で
い
っ
て
く
だ
さ

い
︒﹂
と
激
励
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
︒

　

新
規
就
農
者
で
あ
る
澤
田
琢
磨
さ
ん

の
答
辞
で
は
激
励
状
︑
記
念
樹
贈
呈
に

対
す
る
感
謝
の
言
葉
と
︑﹁
今
後
も
知

識
と
技
術
を
研
鑚
し
て
い
き
ま
す
︒
農

協
や
関
係
機
関
に
は
︑
今
後
指
導
を
お

願
い
致
し
ま
す
︒﹂
と
の
抱
負
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
︒

　

３
月
18
～
19
日
の
日
程
で

平
成
31
年
度
の
世
代
交
替
報

奨
慰
労
会
が
ウ
ト
ロ
﹁
知
床

第
一
ホ
テ
ル
﹂
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
︒

　

今
年
の
対
象
者
は
12
戸
22

名
で
︑
内
５
戸
８
名
の
皆
様

に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
︒

世
代
交
代
さ
れ
た
皆
様
に
は
︑

長
年
の
苦
労
を
労
い
︑
Ｊ
Ａ

か
ら
の
記
念
品
が
石
井
組
合

長
よ
り
贈
ら
れ
ま
し
た
︒

　

慰
労
会
に
お
い
て
は
︑
開

催
と
記
念
品
の
贈
呈
に
対
し
︑

招
待
者
を
代
表
し
て
︑
湯
浅

実
樹
男
氏
よ
り
御
礼
の
言
葉

と
乾
杯
の
発
声
を
い
た
だ
き

ま
し
た
︒

　

宴
は
終
始
和
や
か
な
雰
囲

気
で
進
み
︑
終
わ
り
に
は
桑

名
信
吉
氏
よ
り
︑
農
家
を
頑

張
っ
て
来
ら
れ
た
の
も
︑
奥

様
の
お
か
げ
で
あ
る
と
の
挨

拶
に
て
会
は
終
了
し
ま
し
た
︒

　

経
営
移
譲
さ
れ
た
皆
さ
ん

の
今
後
益
々
の
ご
活
躍
と
ご

健
勝
を
心
よ
り
お
祈
り
致
し

ま
す
︒

★
新
規
就
農
者
紹
介

①
抱
負　

②
趣
味
・
特
技

①父の仕事を見ながら技術を学ぼうとしています
が、知識不足で思うようにいっておりません。今
後、農業塾といった勉強の場を大切にしていきた
いと思います。
②音楽鑑賞（現在はＭｒｓ．ＧＲＥＥＮＡＰＰＬ
Ｅに夢中）・夢中になったものに没頭すること

第１営農集団
（澤田政利さん長男）

澤
さ わ だ

田  琢
た く ま

磨さん

平
成
30
年
度
新
規
就
農
者
激
励
状
贈
呈
式

新
し
い
力
に
期
待
を
込
め
て
、
決
意
新
た
に
世
代
交
替
報
奨
慰
労
会

新
し
い
世
代
へ
の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
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い
︒﹂
と
激
励
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
︒

　

来
賓
の
網
走
農
業
改
良
普
及
セ
ン

タ
ー
清
里
支
所
榮
田
支
所
長
か
ら
も

﹁
ま
ず
︑
基
本
的
な
知
識
を
学
ん
で
行

く
こ
と
と
な
る
が
︑
段
々
奥
深
く
自
分

の
知
識
に
積
み
重
な
っ
て
い
く
と
思
う
︒

近
隣
の
農
家
さ
ん
を
見
て
学
び
︑
学
ぶ

中
で
疑
問
を
見
つ
け
︑
解
決
し
よ
う
と

す
る
気
持
ち
を
大
事
に
し
て
ほ
し
い
︒﹂

と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
︒

　

３
月
26
日
︑
き
よ
さ
と
農
業
塾
７
期

生
研
修
会
が
︑
村
上
参
事
を
講
師
に
お

招
き
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
︒
農
業
塾

７
期
生
５
名
が
参
加
し
︑
Ｊ
Ａ
の
事
業

展
開
や
相
互
扶
助
の
意
識
に
つ
い
て
︑

ま
た
︑
Ｊ
Ａ
清
里
町
の
現
在
の
組
織
概

要
等
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
︒
塾
生
は

じ
っ
く
り
と
耳
を
傾
け
︑
Ｊ
Ａ
の
理
念

や
存
在
意
義
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
き
ま
し
た
︒
参
事
よ
り
﹁
気
配

り
が
で
き
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
︒
自

分
の
評
価
は
自
分
で
す
る
の
で
は
な
く
︑

他
人
が
評
価
を
す
る
も
の
だ
︒
夢
を

持
っ
て
い
る
の
な
ら
︑
現
実
の
目
標
に

変
え
て
取
り
進
め
て
い
っ
て
も
ら
い
た

い
︒﹂
と
激
励
と
期
待
の
言
葉
が
贈
ら

れ
︑
学
習
会
は
終
了
し
ま
し
た
︒

◆第８期生
　第１営農集団　澤田　琢磨さん
　第３営農集団　伊藤　隆広さん

き
よ
さ
と
農
業
塾　

研
修
会

今
一
度
、
Ｊ
Ａ
へ
の
理
解
深
め
る

第
８
期
Ｊ
Ａ
き
よ
さ
と
農
業
塾
入
校
式

農
業
の
基
礎
を
学
び
、
今
後
の
活
躍
に
期
待

　

４
月
16
日
︑
農
業
塾
入
校
式
が
第
８

期
生
２
名
の
参
加
の
も
と
行
わ
れ
ま
し

た
︒

　

三
上
専
務
か
ら
は
︑﹁
例
年
に
比
べ

て
入
校
人
数
は
少
な
い
が
︑
こ
れ
か
ら

益
々
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
︒
農
業

は
土
木
業
︑
化
学
︑
科
学
︑
経
営
学
と

何
で
も
詰
ま
っ
て
い
る
︒
そ
の
中
で
長

年
を
か
け
て
学
び
︑
自
分
の
感
覚
の
中

に
見
え
る
も
の
を
大
切
に
し
て
ほ
し

ＪＡの職員とじっくり話す機会となりました
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解
し
︑
科
学
製
品
を
取
り
出
す
︒
ま
た

使
用
し
た
水
蒸
気
は
工
場
内
の
発
電
所

な
ど
で
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
い
る
︒
所

内
に
は
約
２
０
０
の
プ
ラ
ン
ト
が
あ

る
︒
３
５
︐
０
０
０
人
の
従
業
員
が
働

い
て
お
り
︑
そ
の
内
５
︐
０
０
０
人
は

研
究
者
で
あ
る
︒
ま
た
敷
地
内
に
は
保

育
所
が
２
０
１
３
年
に
開
設
さ
れ
︑
従

業
員
の
確
保
に
も
役
立
つ
施
設
を
作
っ

て
い
る
︒
ま
た
化
学
工
場
で
あ
る
た
め

１
８
０
人
も
の
消
防
隊
員
が
お
り
︑
敷

地
内
ど
こ
で
も
３
分
以
内
で
行
け
る
様

訓
練
を
重
ね
て
い
る
︒

◎
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｆ
本
社

　

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
に
て
会
社
概
要

説
明
後
︑
工
場
敷
地
内
を
バ
ス
で
視
察
︒

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｆ
社
は
科
学
製
品
︵
原
油
か
ら

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
︑
ゴ
ム
︑
ポ
リ
カ
ー
ボ

ネ
ッ
ト
︑
建
築
材
︑
各
化
学
薬
品
を
製

造
す
る
︶︑
原
料
生
産
の
他
に
電
気
自

動
車
用
バ
ッ
テ
リ
ー
の
開
発
等
も
行
う
︒

発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
の
製
造
で
経
営
が
伸

び
て
き
た
が
︑
近
年
は
建
築
材
︵
断
熱

材
︶
健
康
商
品
︵
吸
湿
材
︶︑
ス
ポ
ー

ツ
用
品
︵
ス
キ
ー
板
︑
靴
底
等
︶
な
ど

幅
広
い
原
料
販
売
を
行
う
︒
工
場
は
ラ

イ
ン
川
沿
い
に
あ
り
輸
送
の
面
に
お
い

て
も
良
い
立
地
条
件
に
あ
る
︒
所
内

の
敷
地
面
積
は
広
く
︑
貨
物
車
両
16

両
︵
敷
地
総
距
離
２
３
０
キ
ロ
︶
で
現

在
の
工
場
原
料
の
ナ
フ
サ
や
天
然
ガ
ス

を
輸
送
し
て
い
る
︒
ス
チ
ー
ム
ク
ラ
ッ

カ
ー
と
い
う
水
蒸
気
を
利
用
し
た
装
置

を
使
用
し
て
ナ
フ
サ
や
天
然
ガ
ス
を
分

回
数
が
増
え
て
い
る
︒
そ
の
他
病
害
虫

の
防
除
は
行
っ
て
い
な
い
様
だ
︒
昨
年

の
収
量
は
１
 

ｈａ
あ
た
り
75
ｔ
～
80
ｔ
︑

糖
分
は
16
～
17
％
で
製
糖
工
場
の
都
合

に
よ
り
９
月
～
11
月
に
作
業
委
託
に
よ

り
収
穫
︒
農
繁
期
は
季
節
労
働
者
を
雇

い
作
業
を
し
て
い
る
︒

　

そ
の
他
の
耕
作
面
積
は
小
麦
２
９
０

 

ｈａ
︑
ラ
イ
麦
35
 

ｈａ
︑
デ
ン
ト
コ
ー
ン
55

 

ｈａ
︑
菜
種
40
 

ｈａ
で
ビ
ー
ト
を
含
め
約

４
８
０
 

ｈａ
現
場
事
務
所
の
半
径
40
キ

ロ
圏
内
に
圃
場
が
点
在
し
て
い
る
︒

　

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｆ
社
が
農
場
経
営
を
す
る
目

的
は
農
業
技
術
の
実
証
と
将
来
Ｂ
Ａ
Ｓ

Ｆ
の
工
場
を
拡
張
し
た
時
の
用
地
確
保

の
為
と
の
事
で
し
た
︒

◎
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｆ　

ビ
ー
ト
畑
実
験
圃
場

　

ウ
ェ
ン
デ
ル
農
場
長
と
ス
タ
ッ
フ
２

名
に
よ
り
運
営
︒
今
年
の
ビ
ー
ト
作
付

面
積
は
57
 

ｈａ
︒
圃
場
は
ラ
イ
ン
川
流
域

に
あ
り
︑
複
数
の
土
質
が
存
在
し
︑
干

ば
つ
対
策
の
た
め
圃
場
ご
と
に
耕
起
方

法
を
変
更
し
て
い
る
︒
プ
ラ
ウ
で
の
耕

起
後
は
１
～
３
回
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン

ハ
ロ
ー
に
て
整
地
︑
播
種
は
直
播
畦
間

45
㎝
︑
株
間
22
．
６
㎝
で
︑
発
芽
率
は

90
％
程
度
確
保
︒
今
年
は
４
月
４
日
～

12
日
に
播
種
︑
早
い
年
で
は
３
月
下
旬
︒

除
草
剤
は
今
年
３
回
︵
４
月
24
日
︑
５

月
３
日
︑
５
月
22
日
︶
で
︑
褐
斑
病
防

除
は
目
視
に
よ
り
実
施
︒
７
月
の
発
病

率
は
５
%
︑
８
月
中
旬
は
発
病
率
15
％

に
な
っ
た
場
合
防
除
す
る
︒
個
人
で
の

圃
場
観
察
の
他
︑
地
域
ビ
ー
ト
組
合
か

ら
の
情
報
を
活
用
し
な
が
ら
実
施
す
る
︒

近
年
原
因
不
明
で
発
生
が
増
加
︑
防
除

ホ
ク
レ
ン
中
斜
里
区
域
内
て
ん
菜
振
興
協
議
会 

海
外
視
察
研
修

平
成
30
年
７
月
４
日
〜
７
月
11
日　

ド
イ
ツ
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
イ
ギ
リ
ス

参
加
者　

工
藤
一
仁
理
事
・
樫
村
綾
一
青
年
部
長
・
橋
本
久
志
︵
燃
料
自
動
車
課
︶

ホ
ク
レ
ン
中
斜
里
区
域
内
て
ん
菜
振
興
協
議
会
の
主
催
に
よ
る
海
外

視
察
研
修
へ
参
加
致
し
ま
し
た
の
で
報
告
い
た
し
ま
す
。
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よ
り
生
産
量
に
は
変
化
が
無
い
と
の
事
︒

１
９
９
５
年
は
１
工
場
で
あ
っ
た
が

２
０
０
１
年
に
は
11
工
場
と
な
る
︒
し

か
し
︑
２
０
１
４
年
に
国
の
工
場
制
度

変
更
に
よ
り
現
在
は
３
工
場
と
な
っ
て

い
る
︒
工
場
の
社
員
は
１
５
０
人
程
度

で
︑
工
場
稼
動
時
に
は
80
人
の
期
間
労

働
員
を
雇
い
運
営
し
て
い
る
︒
ビ
ー
ト

農
家
は
３
︐
４
０
０
戸
︑
作
付
面
積
は

約
２
０
０
︐
０
０
０
 

ｈａ
︑
１
戸
あ
た
り

の
作
付
は
平
均
５
 

ｈａ
な
が
ら
︑
播
種
・

収
穫
作
業
に
つ
い
て
は
作
業
委
託
を
し

て
い
る
︒

◎
ポ
ー
ラ
ン
ド　

プ
ウ
ォ
ン
ス
ク

　

組
織
概
要
︑
活
動
説
明
後
に
実
験
圃

場
を
視
察
︒
当
組
織
は
農
家
支
援
を
目

的
と
し
活
動
し
て
い
る
︒
試
験
栽
培
調

査
に
よ
る
栽
培
技
術
情
報
発
信
︑
法
律

情
報
発
信
︑
経
営
ア
ド
バ
イ
ス
等
の
営

農
指
導
セ
ミ
ナ
ー
︑
イ
ベ
ン
ト
︑
機
関

紙
発
行
に
よ
る
栽
培
指
導
Ｅ
Ｕ
か
ら
の

基
金
要
請
等
が
主
な
活
動
内
容
で
あ
る
︒

ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は
農
業
大
臣
の
命
に
よ

り
同
様
の
機
関
が
各
県
に
設
置
さ
れ
て

い
る
︒

　

当
組
織
は
１
９
２
３
年
か
ら
試
験
圃

場
運
営
を
行
っ
て
い
る
︒
圃
場
面
積
は

20
 

ｈａ
で
麦
︑
大
豆
︑
飼
料
用
菜
種
︑
デ

ン
ト
コ
ー
ン
︑
ビ
ー
ト
︑
馬
鈴
薯
等
に

つ
い
て
様
々
な
試
験
を
実
施
︑
試
験
結

果
は
書
類
に
ま
と
め
公
表
し
︑
各
地
区

に
あ
っ
た
品
種
提
供
を
リ
ス
ト
化
し
て

１ 

ｈａ
あ
た
り
１
０
０
ｔ
︑
糖
分
16
％

と
大
豊
作
で
あ
っ
た
為
販
売
単
価
が
下

が
り
ｔ
当
た
り
28
ユ
ー
ロ
と
の
事
︑
こ

ち
ら
も
播
種
︑
収
穫
は
委
託
作
業
で
管

理
作
業
の
み
が
農
場
の
仕
事
と
な
っ
て

馬
鈴
薯
の
平
均
生
産
量
は
４
︐
０
０
０

ｔ
︒
こ
の
他
３
︐
５
０
０
ｔ
を
他
の
農

家
よ
り
仕
入
れ
︑
約
20
品
目
の
馬
鈴
薯

を
地
元
レ
ス
ト
ラ
ン
へ
販
売
︑
市
街
地

へ
は
定
期
配
送
︑
ス
ー
パ
ー
へ
契
約
販

売
し
て
い
る
︒
冬
の
時
期
を
除
き
作
業

が
途
切
れ
る
事
は
な
い
が
︑
ク
リ
ス
マ

ス
シ
ー
ズ
ン
に
は
ツ
リ
ー
の
製
作
販
売

も
行
っ
て
い
る
と
の
事
で
あ
っ
た
︒

◎
フ
ァ
イ
フ
ェ
ル　

ラ
ン
ゲ
ル
製
糖
工
場

　

工
場
敷
地
内
を
バ
ス
で
視
察
後
︑
工

場
の
概
要
説
明
︒
シ
ー
ズ
ン
に
お
け

る
ト
ラ
ッ
ク
の
重
量
計
測
は
︑
日
に

５
０
０
台
サ
ン
プ
ル
採
取
し
︑
80
％

は
工
場
へ
︑
直
搬
入
残
り
は
ス
ト
ッ

ク
ヤ
ー
ド
に
一
時
堆
積
︑
帰
り
の
空

の
ト
ラ
ッ
ク
に
は
生
パ
ル
プ
を
積
み

込
む
︒
工
場
処
理
量
は
１
日
あ
た
り

１
２
︐
０
０
０
ｔ
処
理
︒
そ
れ
以
上
の

も
の
は
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
へ
︑
こ
ち
ら

の
貯
蔵
量
は
２
６
︐
０
０
０
ｔ
と
な
っ

て
い
る
︒
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
砂
糖
製
造
量

は
１
９
９
０
年
各
工
場
あ
た
り
２
５
︐

０
０
０
ｔ
で
あ
っ
た
が
︑
２
０
１
５
年

に
は
８
０
︐
０
０
０
ｔ
以
上
と
な
っ

た
︒
生
産
農
家
は
減
少
し
︑
作
付
面
積

も
減
少
し
て
い
る
が
生
産
性
の
向
上
に

い
る
︒
ド
イ
ツ
で
は
農
家
も
住
宅
地
に

住
む
こ
と
に
な
っ
て
お
り
︑
圃
場
周
辺

に
は
住
め
な
い
︒
圃
場
周
辺
に
住
む
に

は
条
件
が
あ
る
︒
①
家
畜
を
飼
う
︒
②

店
舗
経
営
を
す
る
︒
２
点
の
条
件
を
満

た
す
た
め
︑
当
農
場
は
店
舗
経
営
を
選

択
︒
レ
ス
ト
ラ
ン
︑
直
売
所
︑
農
業
体

験
者
の
ア
パ
ー
ト
経
営
を
行
っ
て
い
る
︒

家
族
を
含
め
19
名
で
４
つ
の
会
社
を
経

営
し
︑
農
場
の
作
業
は
農
場
主
親
子
︑

見
習
い
３
名
の
５
名
で
行
う
︒
麦
の
生

産
は
年
間
平
均
１
︐
０
０
０
ｔ
～
１
︐

２
０
０
ｔ
︑
収
量
は
１ 

ｈａ
あ
た
り
10

ｔ
︑
地
域
で
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
り
製
粉

会
社
に
販
売
す
る
︒
昨
年
の
ビ
ー
ト
は

◎
ア
グ
リ
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

　

農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
各
研
修
施
設
を

視
察
︒
１
９
４
１
年
設
立
︑
当
初
は

肥
料
の
研
究
か
ら
始
ま
り
︑
現
在
は

大
気
中
の
窒
素
合
成
技
術
研
究
の
開

発
を
行
う
︒
敷
地
面
積
40
 

ｈａ
︑
約
１
︐

７
０
０
人
が
農
業
研
究
部
門
と
し
働
い

て
い
る
︒
新
薬
開
発
に
は
多
額
の
費
用

と
年
数
が
必
要
で
あ
り
１
新
薬
に
約

２
８
︐
６
０
０
万
ド
ル
︵
約
３
２
２
億

円
︶︑
年
数
は
12
～
13
年
を
要
し
て
い

る
︒
研
究
ラ
ボ
で
は
年
間
６
～
７
万
種

類
の
菌
を
作
り
︑
試
験
を
行
っ
て
い

る
︒
薬
剤
効
果
を
見
る
菌
試
験
は
一
連

し
て
ロ
ボ
ッ
ト
で
行
い
︑
菌
の
増
減
に

よ
り
効
果
を
確
認
し
て
い
る
︒
研
究
員

は
ロ
ボ
ッ
ト
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
試
験
結

果
の
確
認
を
行
っ
て
い
る
︒
農
薬
の
環

境
へ
の
影
響
を
確
認
す
る
た
め
︑
一
般

土
壌
か
ら
抜
き
取
っ
た
土
で
植
物
を
生

育
︑
そ
こ
へ
農
薬
を
散
布
し
︑
植
物
の

根
︑
土
壌
層
︑
土
壌
下
部
か
ら
排
出
さ

れ
た
水
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
残
留
農
薬
を

マ
ー
カ
ー
で
追
跡
し
︑
農
薬
が
ど
の
時

点
で
分
解
さ
れ
た
か
を
確
認
し
て
い
る
︒

◎
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
近
郊
農
家

　

３
０
０
年
前
よ
り
営
農
開
始
︑
工
作

面
積
２
５
０
 

ｈａ
の
大
規
模
農
家
︒
耕
作

面
積
の
内
75
％
は
借
地
︑
主
作
物
は
麦

１
０
０
～
１
２
０
 

ｈａ
︑
馬
鈴
薯
85
 

ｈａ
︑

ビ
ー
ト
30
 

ｈａ
と
そ
の
他
デ
ン
ト
コ
ー

ン
︑
ア
ス
パ
ラ
︑
果
物
等
を
栽
培
し
て
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い
る
︒

　

ビ
ー
ト
の
干
ば
つ
︑
日
焼
け
に
よ
る

枯
れ
に
対
す
る
品
種
試
験
圃
場
を
視
察

し
た
︒
干
ば
つ
︑
日
焼
け
に
弱
い
品
種

は
葉
が
黄
化
し
︑
部
分
的
に
は
円
状
に

赤
く
な
っ
て
い
た
︒
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
降

水
量
が
少
な
く
干
ば
つ
に
よ
る
生
産
性

の
影
響
が
大
き
い
重
要
に
な
っ
て
い
る
︒

◎
ロ
ン
ド
ン　

Ｎ
Ｆ
Ｕ
シ
ュ
ガ
ー

　

Ｎ
Ｆ
Ｕ
シ
ュ
ガ
ー
は
︑
イ
ギ
リ
ス
唯

一
の
製
糖
会
社
で
あ
る
ブ
リ
テ
ッ
シ
ュ

シ
ュ
ガ
ー
社
と
販
売
価
格
︑
輸
送
方
法

等
を
交
渉
で
き
る
農
家
代
表
組
織
で
あ

り
︑
ビ
ー
ト
生
産
農
家
を
守
る
た
め
の

組
織
で
あ
る
︒

　

イ
ギ
リ
ス
の
ビ
ー
ト
は
東
部
地
区

で
生
産
さ
れ
︑
作
付
面
積
１
０
７
︐

０
０
０
 

ｈａ
を
３
︐
５
０
０
戸
の
農
家
が

生
産
し
て
お
り
︑
生
産
量
に
つ
い
て
は

８
０
０
万
ｔ
と
な
っ
て
い
る
︒
直
近
10

年
で
生
産
量
が
25
％
向
上
し
︑
平
均
収

量
は
１
 

ｈａ
あ
た
り
75
ｔ
と
な
っ
て
い

る
︒

　

イ
ギ
リ
ス
の
砂
糖
消
費
量
は

２
０
０
万
ｔ
︒
こ
れ
に
対
し
国
内
生
産

は
１
４
０
万
ｔ
で
あ
り
︑
不
足
分
は
フ

ラ
ン
ス
︑
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
輸
入
で

補
っ
て
い
る
︒
国
民
１
人
あ
た
り
の
消

費
量
は
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
︑
人

口
増
加
に
よ
り
砂
糖
市
場
は
好
調
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
︒
今
後
の
ビ
ー
ト
生
産

に
つ
い
て
も
大
き
な
可
能
性
が
あ
る
様

協
議
事
項

1
．
畑
作
・
青
果
対
策
の
確
立
に
向
け

た
平
成
32
年
度
農
業
予
算
概
算
要
求
に

関
す
る
組
織
討
議
に
つ
い
て

付
議
事
項

議
案
第
１
号　

第
71
回
通
常
総
会
の
集

約
に
つ
い
て

議
案
第
２
号　

理
事
の
報
酬
配
分
に
つ

い
て

議
案
第
３
号　

職
員
の
要
員
計
画
に
つ

い
て　
　

議
案
第
４
号　

行
政
庁
に
提
出
す
る
業

務
報
告
書
に
つ
い
て

議
案
第
５
号　

理
事
に
対
す
る
供
給
限

度
額
並
び
に
貸
越
極
度
額
の
決
定
に
つ

い
て

議
案
第
６
号　

固
定
資
産
の
取
得
に
つ

い
て

付
議
事
項

議
案
第
１
号　

再
建
組
合
員
の
承
認
に

つ
い
て

議
案
第
２
号　

共
同
計
算
基
本
要
領
の

制
定
お
よ
び
職
制
規
程
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

議
案
第
３
号　

作
物
別
︑
業
務
別
係
会

議
運
営
要
領
お
よ
び
営
農
集
団
活
動
推

進
要
領
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
４
号　

リ
ー
ス
取
引
に
よ
る
固

定
資
産
の
賃
借
に
つ
い
て

議
案
第
５
号　

平
成
31
年
度
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
制
定
に
つ

い
て

議
案
第
６
号　

第
71
回
通
常
総
会
の
対

応
に
つ
い
て

第
３
回	

４
月
４
日

第
４
回	

４
月
10
日

理事会の経過を
　お知らせ致します

理事会の経過を
　お知らせ致します

で
あ
っ
た
︒
ま
た
︑
他
の
作
物
に
比
べ

収
益
性
の
高
い
作
物
と
認
識
さ
れ
て
い

る
︒

　

契
約
に
つ
い
は
単
年
も
し
く
は
３
年

よ
り
選
択
︑
日
本
同
様
に
糖
分
別
で
単

価
変
動
す
る
が
︑
契
約
数
量
以
上
に
出

荷
す
る
と
単
価
は
下
が
る
︒
製
糖
工
場

は
４
工
場
あ
り
︑
７
０
０
台
の
ト
ラ
ッ

ク
を
Ｎ
Ｆ
Ｕ
社
が
管
理
︒
ど
の
工
場
に

輸
送
す
る
か
も
同
様
に
管
理
す
る
︒
原

料
受
け
入
れ
は
９
月
よ
り
始
ま
り
︑
翌

年
の
３
月
ま
で
行
う
︒
貯
蔵
は
圃
場
で

も
工
場
で
も
行
わ
ず
︑
随
時
原
料
出
荷

と
な
る
︒
ま
た
︑
３
月
ま
で
の
間
は
畑

が
凍
結
す
る
事
も
ビ
ー
ト
が
腐
る
こ
と

も
な
い
た
め
出
荷
で
き
て
い
る
︒
前
年

度
分
を
掘
り
取
り
し
な
が
ら
今
年
度
の

ビ
ー
ト
の
植
え
付
け
を
行
っ
て
い
る
と

の
事
︒︵
昨
年
度
は
３
月
28
日
ま
で
受

け
入
れ
︶
輸
送
運
賃
に
つ
い
て
︑
60
マ

イ
ル
︵
約
97
　

ｋｍ
︶
以
内
は
製
糖
工
場
負

担
︑
原
料
の
単
価
決
定
は
サ
ン
プ
リ
ン

グ
に
よ
り
行
っ
て
い
る
︒

　

今
回
の
海
外
視
察
研
修
で
は
３
か
国

の
農
業
状
況
や
国
の
文
化
︑
歴
史
街
並

み
に
触
れ
る
事
が
で
き
︑
大
変
有
意
義

な
研
修
に
な
り
ま
し
た
︒
最
後
に
︑
こ

の
様
に
貴
重
な
機
会
を
与
え
て
頂
き
ま

し
た
当
Ｊ
Ａ
を
は
じ
め
︑
お
世
話
に

な
っ
た
各
関
係
機
関
に
感
謝
申
し
上
げ
︑

視
察
研
修
の
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
︒

　

田
中
紳
太
郎
さ
ん
︵
第
７
営
農
集
団
︶

　

矢
口
映
美
奈
さ
ん
︵
清
里
町
︶

　

宮
崎　

涼
匡
さ
ん
︵
農
協
職
員
︶

　

弘
内　
　

楓
さ
ん
︵
佐
呂
間
町
︶

　

伊
藤　

渓
刀
さ
ん
︵
農
協
職
員
︶

　

大
西　

彩
乃
さ
ん
︵
斜
里
町
︶
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人
事
異
動
に
つ
い
て

◎
平
成
31
年
２
月
１
日
付
で
一
部
機
構

改
革
を
実
施
︒
機
構
改
革
は
金
融
部
を

新
設
し
︑
金
融
部
金
融
課
と
金
融
部
共

済
課
と
す
る
︒
で
ん
粉
製
造
部
を
廃
止

し
︑
営
農
部
に
統
合
し
て
営
農
部
製
造

課
と
す
る
︒

 

人
事
異
動
発
令

　

平
成
31
年
４
月
１
日
付
を
も
っ
て
人

事
異
動
の
発
令
が
あ
り
ま
し
た
︒︵
︶

は
異
動
前
の
所
属
部
門

○
森　
　

朗

　

金
融
部
長
兼
金
融
部
共
済
課
長­

︵
管
理
部
長
兼
金
融
部
共
済
課
長
︶

○
太
田　

智
之­

　

管
理
部
長
兼
内
部
監
査
室
長

︵
金
融
部
金
融
課
長
︶

○
梅
佐
古　

一
寿

　

金
融
部
金
融
課
長­

︵
金
融
部
金
融
課
調
査
役
︶

○
杉
山　

裕
紀­

　

業
務
部
燃
料
自
動
車
課
調
査
役­

︵
業
務
部
燃
料
自
動
車
課
主
幹
︶

○
佐
渡　

淳
一­

　

管
理
部
管
理
課
調
査
役

︵
管
理
部
管
理
課
主
幹
︶

組合員状況
〈令和元年５月１日現在〉

■組合員数　　　　〈前回報告より〉
正組合員（個人） 220名　（３ 名 減）
　 〃 　（法人） 12法人（変動なし）
准組合員（個人）1,315名　（変動なし）
〃 （法人） 0法人（変動なし）

　 〃 　（団体） 20団体（変動なし）
　 　（合計）1,567

○
𠮷
田　

逸
人­

　

内
部
監
査
室

︵
金
融
部
共
済
課
︶

○
佐
々
木　

昭
弘

　

業
務
部
燃
料
自
動
車
課­

︵
業
務
部
燃
料
自
動
車
課
準
職
員
︶

○
西
舘　

祐
太­

　

業
務
部
燃
料
自
動
車
課

︵
業
務
部
燃
料
自
動
車
課
準
職
員
︶

○
丹
野　

未
希­

　

管
理
部
管
理
課­

︵
金
融
部
金
融
課
準
職
員
︶

○
増
子　

彩
香­

　

営
農
部
農
畜
産
課

︵
業
務
部
業
務
課
準
職
員
︶

○
城
村　

千
恵
子

　

営
農
部
経
営
課
準
職
員

︵
管
理
部
管
理
課
準
職
員
︶

■
平
成
31
年
４
月
１
日
付
で
採
用
が
あ

り
ま
し
た
︒

○
松
舘　

正
太­

　

金
融
部
金
融
課­

­

○
田
中　

郁
充­

　

業
務
部
業
務
課­

­

○
山
本　

一
斗­

　

営
農
部
農
畜
産
課

○
渡
部　

志
乃­

　

業
務
部
業
務
課­

­

○
浅
野　

雅
樹­

　

営
農
部
農
畜
産
課
主
幹­

︵
営
農
部
農
畜
産
課
主
査
︶

○
谷
澤　

富
夫­

　

業
務
部
燃
料
自
動
車
課
主
幹­

︵
業
務
部
燃
料
自
動
車
課
主
査
︶

○
栗
原　

淳­

　

営
農
部
経
営
課
主
幹­

︵
営
農
部
経
営
課
主
査
︶

○
戸
出　

浩
輔­

　

営
農
部
経
営
課
主
幹­

︵
営
農
部
経
営
課
主
査
︶

○
佐
野　

圭
司­

　

業
務
部
燃
料
自
動
車
課
主
査­

︵
業
務
部
燃
料
自
動
車
課
︶

○
田
中　

敏
之­

　

業
務
部
燃
料
自
動
車
課
主
査­

︵
業
務
部
燃
料
自
動
車
課
︶

○
辺
見　

匠­

　

営
農
部
農
畜
産
課
主
査­

︵
営
農
部
農
畜
産
課
︶

○
丹
野　

翔
太­

　

金
融
部
共
済
課­

︵
内
部
監
査
室
︶

○
木
村　

和
也­

　

管
理
部
管
理
課­

︵
営
農
部
製
造
課
︶

○
髙
野　

龍
馬­

　

営
農
部
製
造
課­

︵
業
務
部
業
務
課
︶

○
佐
山　

尚
子­

　

金
融
部
金
融
課­

︵
営
農
部
農
畜
産
課
︶

○
名

前　

田た
な
か中　

郁い
く
み充　

○
生
年
月
日　

平
成
９
年
３
月
11
日

○
出
身
地　

網
走
市

○
出
身
校　

北
翔
大
学

○
趣
味
・
特
技　

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・­

　
　
　
　
　
　

運
動

○
配
属
先　

業
務
部
業
務
課　

○
抱

負　

分
か
ら
な
い
こ
と
は
積

極
的
に
聞
き
︑
早
く
仕
事
を
覚
え
る
よ

う
努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
︒
ま
た
︑

明
る
く
元
気
に
日
々
の
業
務
に
励
み
︑

★
新
規
採
用
職
員
を

　

ご
紹
介
し
ま
す
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○
生
年
月
日　

平
成
11
年
12
月
22
日

○
出
身
地　

網
走
市

○
出
身
校　

Ｊ
Ａ
カ
レ
ッ
ジ

○
趣
味
・
特
技　

野
球

○
配
属
先　

営
農
部
農
畜
産
課　

○
抱

負　

ご
迷
惑
を
お
掛
け
す
る

こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
︑
少
し

で
も
早
く
仕
事
を
覚
え
ら
れ
る
よ
う
︑

一
生
懸
命
に
頑
張
り
ま
す
︒
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
︒

○
名

前

渡わ
た
な
べ部　

志し

の乃　

○
生
年
月
日　

平
成
８
年
12
月
19
日

○
出
身
地　

小
清
水
町

○
出
身
校　

酪
農
学
園
大
学

○
趣
味
・
特
技　

野
生
動
物
に
会
い
に
行

　
　
　
　
　
　

く
こ
と
・
撮
影

○
配
属
先　

業
務
部
業
務
課　

○
抱

負　

皆
様
に
多
々
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
て
し
ま
う
か
と
思
い
ま
す
が
︑

精
一
杯
励
ん
で
参
り
ま
す
︒
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
︒

組
合
員
さ
ん
︑
職
員
の
顔
と
名
前
を
覚

え
た
い
と
思
い
ま
す
︒
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
︒

○
名

前　

松ま
つ
だ
て舘　

正し
ょ
う
た太　

○
生
年
月
日　

平
成
８
年
８
月
14
日

○
出
身
地　

斜
里
町

○
出
身
校　

北
翔
大
学

○
趣
味
・
特
技　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

○
配
属
先　

金
融
部
金
融
課　

○
抱

負　

１
日
で
も
早
く
業
務
に

慣
れ
︑
組
合
員
様
や
地
域
の
皆
様
か
ら

信
頼
さ
れ
る
職
員
と
な
れ
る
よ
う
努
力

し
て
い
き
ま
す
︒
社
会
人
と
し
て
未
熟

な
部
分
が
多
く
︑
ご
迷
惑
を
お
掛
け
す

る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
︑
精
一

杯
頑
張
り
ま
す
の
で
︑
今
後
と
も
ご
指

導
ご
鞭
撻
の
程
︑
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
︒

○
名

前　

山や
ま
も
と本　

一い
っ
と斗　

退
職
に
あ
た
っ
て大

き
な
組
織
の
担
当
と
な
り
︑
当
時
︑

女
性
部
部
長
１
年
目
の
成
戸
貴
子
さ
ん

と
一
緒
に
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
行
事
を

こ
な
し
て
い
く
１
年
目
は
大
変
で
し
た
︒

部
長
を
は
じ
め
︑
役
員
︑
部
員
の
皆
さ

ん
に
助
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
︒
２
年

目
以
降
も
︑
毎
年
同
じ
よ
う
に
は
い
か

ず
︑
役
員
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
ま
し
た
︒

女
性
部
は
私
に
と
っ
て
と
て
も
大
き

な
存
在
で
︑
た
く
さ
ん
学
ば
せ
て
も
ら

え
︑
元
気
を
も
ら
え
︑
か
け
が
え
の
な

い
も
の
で
す
︒
役
員
さ
ん
も
若
く
な
っ

て
き
て
お
り
︑
毎
年
全
員
が
変
わ
る
の

で
大
変
だ
と
思
い
ま
す
が
︑
皆
さ
ん
で

楽
し
く
女
性
部
活
動
を
続
け
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
︒
農
作
業
や
学
校
行

事
︑
家
事
等
で
忙
し
い
と
は
思
い
ま
す

が
︑
楽
し
ん
で
活
動
し
て
く
だ
さ
い
︒

　

現
在
妊
娠
し
て
お
り
︑
８
月
に
出
産

予
定
で
す
が
︑
元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
が
産

め
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
︒

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
︑
組
合
員
の
皆

様
︑
役
職
員
の
皆
様
の
末
永
い
ご
健
勝

と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
︑
退
職

の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
︒
長

い
間
︑
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
︒

　
　
　
　
　
　
　

髙　

野　

佳　

枝

　

初
夏
の
候
︑
組
合
員
の
皆
様
に
は
お

忙
し
い
毎
日
の
こ
と
と
ご
推
察
申
し
上

げ
ま
す
︒

　

こ
の
度
︑
３
月
31
日
付
を
も
ち
ま
し

て
清
里
町
農
業
協
同
組
合
を
退
職
致
し

ま
し
た
︒

　

平
成
12
年
４
月
に
入
組
し
︑
管
理
部

管
理
課
に
13
年
︑
営
農
部
経
営
課
に
６

年
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
︒

　

管
理
課
で
は
麦
作
の
手
伝
い
と
し
て

ス
ケ
ー
ル
で
仕
事
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た

時
に
︑
組
合
員
さ
ん
の
顔
を
覚
え
る
こ

と
が
で
き
︑
た
く
さ
ん
接
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
︒
そ
し
て
︑
広
報
誌
﹃
組

合
だ
よ
り
﹄
の
担
当
と
な
り
︑
多
く
の

組
合
員
さ
ん
を
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
︒

　

経
営
課
に
異
動
し
て
女
性
部
と
い
う



発
行
／
清
里
町
農
業
協
同
組
合

　
　
　

北
海
道
斜
里
郡
清
里
町
羽
衣
町
２
番
地

　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
１
５
２­

︱
２
５
︱
２
２
１
１　

〒
０
９
９
︱
４
４
０
５

編
集
／
組
合
だ
よ
り
編
集
委
員
会

印
刷
／
星
印
刷
工
業
株
式
会
社


